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木質バイオマスエネルギー
期待される

　
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
効
率
的
、
安

定
的
に
供
給
ま
た
は
利
用
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？
」。　

近
年
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電
・
熱
利

用
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
が
拡
大
す
る
の

に
と
も
な
い
、
木
材
生
産
業
者
、
チ
ッ

プ
生
産
業
者
の
双
方
で
こ
の
よ
う
な
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
効
率
的
、
安
定

的
な
供
給
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
た
め

に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
収
集
、
運

搬
、
破
砕
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
各
工
程
の
生
産
性
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
森
林
総
合
研
究

所
で
は
、
数
年
間
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の

蓄
積
に
よ
り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
供

給
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
の
生
産

性
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
破
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
を
使
用
し

た
破
砕
工
程
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
破
砕
機
」
は
丸
太
や
枝
葉
な
ど
を
刃
物
な
ど
で

小
さ
く
細
か
く
す
る
機
械
で
す
。
細
か
く
さ
れ
た
木

片
を
「
（
木
質
）
チ
ッ
プ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
破

砕
機
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
移
動
の
可

否
か
ら
、
自
身
が
移
動
で
き
る
自
走
式
や
他
の
機
械

に
け
ん
引
さ
れ
移
動
で
き
る
け
ん
引
式
、
工
場
な
ど

に
据
え
付
け
固
定
し
て
使
う
定
置
式
に
分
類
さ
れ
ま

す
（
写
真
１
）。
破
砕
方
法
か
ら
は
、
鋭
角
な
刃
物

で
細
か
く
す
る
切
削
式
、
鈍
い
刃
物
で
破
壊
し
て
細

か
く
す
る
破
砕
式
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
破
砕
式
に
は
、

泥
や
小
石
の
混
入
に
対
し
て
強
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
切
削
式
は
、
さ
ら
に
刃
物
が
取
り
付
け
ら

れ
た
回
転
台
の
形
か
ら
デ
ィ
ス
ク
式
と
ド
ラ
ム
式
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
丸
太
や
枝
葉
な
ど
の
投

入
方
式
に
は
横
投
入
コ
ン
ベ
ア
、
タ
ブ
、
ホ
ッ
パ
ー

な
ど
が
あ
り
、
チ
ッ
プ
の
排
出
方
法
に
は
コ
ン
ベ
ア
、

シ
ュ
ー
ト
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

破
砕
式
と
切
削
式
で
生
産
さ
れ
る
チ
ッ
プ
の
形
状
は

異
な
り
、
破
砕
式
で
は
破
砕
チ
ッ
プ
（
通
称
、
ピ
ン
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チ
ッ
プ
）
と
呼
ば
れ
る
繊
維
方
向
に
引
き
裂
か
れ
た

ピ
ン
形
状
を
し
た
チ
ッ
プ
が
、
切
削
式
で
は
切
削
チ

ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
四
角
形
の
比
較
的
形
状
が
揃
っ
た

チ
ッ
プ
が
生
産
さ
れ
ま
す
（
写
真
２
）。

　

さ
て
、
破
砕
機
の
生
産
性
で
す
が
、
投
入
す
る
原

料
の
違
い
や
破
砕
機
の
機
構
の
違
い
、
規
模
、
生
産

す
る
チ
ッ
プ
の
大
き
さ
・
形
状
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
報
告

で
は
こ
れ
ら
の
条
件
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、

生
産
性
を
体
系
的
に
整
理
す
る
に
は
不
都
合
が
あ
り

ま
し
た
。
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
現
在
国
内
で
使

用
さ
れ
て
い
る
数
種
類
の
破
砕
機
に
つ
い
て
、
条
件

別
の
生
産
性
を
調
べ
ま
し
た
。
破
砕
機
へ
は
林
地
残

材
で
あ
る
根
元
部
分
な
ど
の
短
い
材
（
通
称
、
タ
ン

コ
ロ
ま
た
は
ド
ン
コ
ロ
）
や
枝
葉
・
末
木
を
投
入
し

ま
し
た
。
破
砕
式
に
つ
い
て
は
、
使
用
目
的
に
よ
り

求
め
る
チ
ッ
プ
の
大
き
さ
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
ス

ク
リ
ー
ン
（
篩
ふ
る
い

）
の
メ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ズ
（
目
の
大
き

さ
）
を
変
え
、
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

破
砕
式
で
は
メ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ズ
が
大
き
い
ほ
ど
生
産

性
が
高
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
１
）。

ま
た
同
程
度
の
エ
ン
ジ
ン
・
モ
ー
タ
ー
出
力
を
持
っ

た
破
砕
機
で
破
砕
式
と
切
削
式
を
比
較
す
る
と
、
自

走
式
及
び
定
置
式
と
も
に
切
削
式
の
生
産
性
が
高
い

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
２
）。
条
件
別
の

生
産
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
コ
ス
ト
の
算
定

が
可
能
に
な
り
、
さ
ら
に
チ
ッ
プ
工
場
の
生
産
規
模

や
チ
ッ
プ
の
品
質
を
考
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

適
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実

現
に
一
歩
前
進
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

破砕チップ（ピンチップ） 切削チップ

写真２　破砕チップと切削チップ

図１　破砕機のメッシュサイズによる生産性
　　　�（生産性：短い材を粉砕したときの１時間あたりのチップの生産量

（乾燥質量））

図２　破砕機の規模による生産性
　　　�（生産性：短い材を粉砕したときの１時間あたりのチップの生産量

（乾燥質量））


